
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ 2 ○ ○

2 ○ 2 ○

2 ○ 2 ○

2 ○ 2 ○

2 ○ 1 ○ ○

2 ○ ○ 1 ○ ○

2 ○ 2 ○ ○

2 ○ 2 ○

2 ○

データ分析（2024年度入学者まで） 先端技術産業論（2025年度入学者以降）

データベース 統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）

データ分析の応用

地域社会データの分析 ＡＩ総論

データサイエンス データリテラシー（2025年度入学者以降）

経営情報学 AI導入（2025年度入学者以降）

地域社会調査の基礎 ＡＩリテラシー

統計学B パターン認識と機械学習

地域社会調査の設計 知能情報システム論

先端技術産業論B AI応用

経営情報システム概論 量的調査の方法

データサイエンス入門 質的調査の方法

実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ） スポーツデータサイエンス

AI入門 AIプログラミング演習

先端技術産業論Ａ（2024年度入学者まで） マーケティングリサーチ演習

次の(1)、(2)の要件を満たし、合計20単位以上を修得することで、修了とみなし「副専攻修了証」を授与する。
（1）「データリテラシー」、「AI導入」の単位を修得していること。
（2）本教育プログラムを構成する「情報テクノロジー区分（下記1～3）」から4単位以上、「データサイエンス区分（下記4～5）」から4単位
以上（上記（1）「データリテラシー」の単位含む）、「AI区分（下記6～7）」から4単位以上（上記（1）「AI導入」の単位含む）（計12単位以
上）、さらに他学部他学科等科目から8単位以上
情報テクノロジー区分：1．プログラミング導入、2．プログラミング入門、3．先端技術産業論A（2024年度入学者まで）、8．ｅコマース論、
9．先端技術産業論B、10．経営情報システム概論、27．経営情報学、3．先端技術産業論（2025年度入学者以降）
データサイエンス区分：4．データサイエンス入門、5．統計学A（2024年度入学者まで）、11．地域社会調査の基礎、12．統計学Ｂ、13．
データ分析の基礎、14．地域社会調査の設計、15．地域社会データの分析、16．データサイエンス、17．モデリングとシミュレーション、
18．マーケティングリサーチ論、19．マーケティングリサーチ演習、20．観光調査法、21．質的調査の方法、22．スポーツデータサイエン
ス、28．データ分析（2024年度入学者まで）、29．データベース、30．データ分析の応用、31．量的調査の方法、5．統計学Ⅰ（2025年度
入学者以降）、13．データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）、28．データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）
AI区分：6．実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ）、7．AI 入門、23．ＡＩプログラミング演習、24．現代自然科学、25．ＡＩプログラミング入門、26．
ＡＩ応用、32．ＡＩリテラシー、33．パターン認識と機械学習、34．知能情報システム論、35．ＡＩ総論

20 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自ら
の生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

eコマース論 現代自然科学

様式１

九州産業大学

AI・データサイエンス副専攻

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違しない

データリテラシー（2024年度入学者まで） モデリングとシミュレーション

AI導入（2024年度入学者まで） マーケティングリサーチ論



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ 1 ○ ○ ○

2 ○ ○ 1 ○ ○ ○

2 ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ 1 ○ ○ ○

2 ○ 1 ○ ○

2 ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ 2 ○ ○

2 ○ 2 ○

2 ○ 1 ○ ○

2 ○ ○ 1 ○ ○

2 ○

データサイエンス AI導入（2025年度入学者以降）

マーケティングリサーチ論

先端技術産業論B 経営情報学

地域社会調査の基礎 ＡＩリテラシー

地域社会調査の設計 データリテラシー（2025年度入学者以降）

AI導入（2024年度入学者まで） 質的調査の方法

データサイエンス入門 スポーツデータサイエンス

実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ） AI応用

モデリングとシミュレーション データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データリテラシー（2024年度入学者まで） マーケティングリサーチ演習

データサイエンス データリテラシー（2025年度入学者以降）

経営情報学 AI導入（2025年度入学者以降）

データ分析（2024年度入学者まで） データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）

マーケティングリサーチ論

地域社会調査の基礎 パターン認識と機械学習

地域社会調査の設計 データベース

地域社会データの分析 ＡＩ総論

AI入門 スポーツデータサイエンス

先端技術産業論B AIプログラミング入門

経営情報システム概論 ＡＩリテラシー

データリテラシー（2024年度入学者まで） マーケティングリサーチ演習

AI導入（2024年度入学者まで） 観光調査法

データサイエンス入門 質的調査の方法

マーケティングリサーチ演習 データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）

観光調査法

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

経営情報学 AI導入（2025年度入学者以降）

データ分析（2024年度入学者まで） 統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）

マーケティングリサーチ論 データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）

地域社会調査の設計 パターン認識と機械学習

地域社会データの分析 ＡＩ総論

データサイエンス データリテラシー（2025年度入学者以降）

経営情報システム概論 データベース

地域社会調査の基礎 量的調査の方法

統計学B ＡＩリテラシー

データサイエンス入門 AIプログラミング演習

eコマース論 AIプログラミング入門

先端技術産業論B AI応用

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データリテラシー（2024年度入学者まで） 質的調査の方法

AI導入（2024年度入学者まで） スポーツデータサイエンス



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ 2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○

2 ○ ○ 2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ ○ 1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ 1 ○ ○

2 ○ 2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○

2 ○ 2 ○ ○ ○

2 ○

2 ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

4‐3データ構造とプログラミング基礎

データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降） 4‐4時系列データ解析

AIプログラミング演習 4‐3データ構造とプログラミング基礎

AI入門 4‐7データハンドリング

ＡＩリテラシー 4‐8データ活用実践（教師あり学習） データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降） 4‐9データ活用実践（教師なし学習）

ＡＩリテラシー

データ分析（2024年度入学者まで） 4‐7データハンドリング

データ分析（2024年度入学者まで） 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

経営情報学 4‐7データハンドリング

データ分析（2024年度入学者まで） 4-1統計および数理基礎

データ分析の応用 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

データベース 4‐7データハンドリング

データ分析の応用 4‐7データハンドリング

モデリングとシミュレーション 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

モデリングとシミュレーション 4-1統計および数理基礎

モデリングとシミュレーション 4‐2アルゴリズム基礎

マーケティングリサーチ演習 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

マーケティングリサーチ演習 4‐9データ活用実践（教師なし学習）

マーケティングリサーチ論 4-1統計および数理基礎

マーケティングリサーチ論 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

データサイエンス 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

データサイエンス 4‐9データ活用実践（教師なし学習）

データサイエンス 4‐6画像解析

データサイエンス 4‐7データハンドリング

モデリングとシミュレーション 4‐7データハンドリング

統計学B 4-1統計および数理基礎

実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ） 4‐7データハンドリング

地域社会調査の基礎 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

データサイエンス 4‐2アルゴリズム基礎

データサイエンス 4‐3データ構造とプログラミング基礎

統計学B 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

地域社会データの分析 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

データサイエンス入門 4‐6画像解析

統計学Ａ（2024年度入学者まで） 4‐4時系列データ解析

プログラミング導入（2024年度入学者まで） 4‐3データ構造とプログラミング基礎

プログラミング入門 4‐3データ構造とプログラミング基礎

地域社会調査の基礎 4‐9データ活用実践（教師なし学習）

データリテラシー（2024年度入学者まで） 4‐8データ活用実践（教師あり学習） AIプログラミング演習 4‐6画像解析

AI導入（2024年度入学者まで） 4‐8データ活用実践（教師あり学習） AIプログラミング演習 4‐7データハンドリング

マーケティングリサーチ論

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

データ分析（2024年度入学者まで） データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）

データベース データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）

モデリングとシミュレーション

地域社会データの分析 データリテラシー（2025年度入学者以降）

データサイエンス AI導入（2025年度入学者以降）

経営情報学 統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）

統計学B ＡＩリテラシー

データ分析の基礎 知能情報システム論

地域社会調査の設計 パターン認識と機械学習

実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ） スポーツデータサイエンス

AI入門 データ分析の応用

地域社会調査の基礎 量的調査の方法

データリテラシー（2024年度入学者まで） マーケティングリサーチ演習

AI導入（2024年度入学者まで） 観光調査法

統計学Ａ（2024年度入学者まで） 質的調査の方法

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

4‐7データハンドリング データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降） 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

量的調査の方法 4-1統計および数理基礎

ＡＩリテラシー

プログラミング導入（2025年度入学者以降）

統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）

知能情報システム論 4‐9データ活用実践（教師なし学習）

4‐4時系列データ解析

4‐3データ構造とプログラミング基礎

4-1統計および数理基礎

4‐3データ構造とプログラミング基礎

4‐7データハンドリング

データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）

データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）

データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）

データ分析の応用 4‐9データ活用実践（教師なし学習）

ＡＩリテラシー 4‐6画像解析

データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降） 4‐7データハンドリング

知能情報システム論

知能情報システム論

知能情報システム論

知能情報システム論

パターン認識と機械学習

パターン認識と機械学習

パターン認識と機械学習

パターン認識と機械学習

パターン認識と機械学習

AI応用

AI応用

AI応用

AI応用

AI応用

AI応用

AI応用

AI応用

AIプログラミング入門

AIプログラミング入門

AIプログラミング入門

AIプログラミング入門

AIプログラミング入門

現代自然科学

現代自然科学

現代自然科学

現代自然科学

AIプログラミング演習 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

4-1統計および数理基礎

4‐6画像解析

4‐7データハンドリング

4‐8データ活用実践（教師あり学習）

4‐3データ構造とプログラミング基礎

4‐6画像解析

4‐7データハンドリング

4‐8データ活用実践（教師あり学習）

4‐9データ活用実践（教師なし学習）

4-1統計および数理基礎

4‐2アルゴリズム基礎

4‐3データ構造とプログラミング基礎

4‐4時系列データ解析

4‐5テキスト解析

4‐6画像解析

4‐7データハンドリング

4‐8データ活用実践（教師あり学習）

4-1統計および数理基礎

4‐6画像解析

4‐7データハンドリング

4‐8データ活用実践（教師あり学習）

4‐9データ活用実践（教師なし学習）

4-1統計および数理基礎

4‐2アルゴリズム基礎

4‐6画像解析

4‐8データ活用実践（教師あり学習）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

（１）現在進行中の社会
変化（第４次産業革
命、Society 5.0、データ
駆動型社会等）に深く
寄与しているものであ
り、それが自らの生活
と密接に結びついてい
る

・人間の知的活動とAIの関係性「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（２回目）「AI導入（2024年度入学者まで）」（２回目）「先端
技術産業論Ａ（2024年度入学者まで）」（８、１２、１３回目）「データサイエンス入門」（５回目）「実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ）」（１回
目）、「eコマース論」（１１回目） 、「統計学B」（１４回目）、「データサイエンス」（１、１４回目）、「スポーツデータサイエンス」（１、２、７～
１０回目）、「AI応用」（７～９、１２～１４回目）、「データ分析の応用」（１４回目）、「ＡＩリテラシー」（１回目）、「ＡＩ総論」（６～１４回目）、
「先端技術産業論（2025年度入学者以降）」（８、１２、１３回目）、「AI導入（2025年度入学者以降）」（２回目）
・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（２、８～１１、
１３回目）「先端技術産業論Ａ（2024年度入学者まで）」（８、１２回目）「データサイエンス入門」（７回目）「実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲ
ﾝ）」（１回目）、「eコマース論」（４、５、１４回目） 、「先端技術産業論B」（１回目）、「経営情報システム概論」（２～７、１１～１３回目）、
「地域社会調査の基礎」（１～１４回目）、「統計学B」（１回目）、「地域社会調査の設計」（１～１４回目）、「地域社会データの分析」（１
回目）、「データサイエンス」（１４回目）、「マーケティングリサーチ論」（１～３、５～１４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１～１４
回目）、「質的調査の方法」（１～１４回目）、「スポーツデータサイエンス」（１～１４回目）、「現代自然科学」（８、１０、１１回目）、「経営
情報学」（１１回目）、「データベース」（１、７～１４回目）、「ＡＩ総論」（１回目）、「先端技術産業論（2025年度入学者以降）」（８、１２回
目）、「統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）」（１回目）、「データリテラシー（2025年度入学者以降）」（２、６、７回目）
・ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ、IoT、AI、ﾛﾎﾞｯﾄ「AI導入（2024年度入学者まで）」（１回目）「先端技術産業論Ａ（2024年度入学者まで）」（３、４、７、１１～１
３回目）「データサイエンス入門」（３回目）「実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ）」（１回目） 「AI入門」（１～４回目）、「eコマース論」（２、４、５、
７、１２回目）、「先端技術産業論B」（１、２、４、６、９、１４回目）、「経営情報システム概論」（１回目）、「統計学B」（１４回目）、「データ
サイエンス」（１、１４回目）、「モデリングとシミュレーション」（１、６、９～１３回目）、「スポーツデータサイエンス」（１～４、７～１４回目）、
「AIプログラミング演習」（１回目）、「経営情報学」（１１回目）、「量的調査の方法」（１回目）、「データ分析（2024年度入学者まで）」（１
回目）、「データベース」（１、２回目）、「パターン認識と機械学習」（１回目）、「ＡＩ総論」（１回目）、「先端技術産業論（2025年度入学者
以降）」（３、４、７、１１～１３回目）、「AI導入（2025年度入学者以降）」（１回目）
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会「AI導入（2024年度入学者まで）」（１回目）「先端技術産業論Ａ（2024年度入学者ま
で）」（１～４、１１～１３回目）「データサイエンス入門」（２、３回目）「実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ）」（１回目）、「eコマース論」（７回目）、
「先端技術産業論B」（１、３、５～１４回目）、「経営情報システム概論」（８～１０、１４回目）、「データサイエンス」（１、１４回目）、「ス
ポーツデータサイエンス」（１～５、７～１０回目）、「経営情報学」（１回目）、「ＡＩ総論」（１回目）、「データ分析の応用」（１４回目）、「ＡＩリ
テラシー」（１回目）、「先端技術産業論（2025年度入学者以降）」（１～４、１１～１３回目）、「AI導入（2025年度入学者以降）」（３回目）
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化「AI導入（2024年度入学者まで）」（２回目）「先端技術産業論Ａ
（2024年度入学者まで）」（３～７、１１～１３回目）「データサイエンス入門」（２回目）「実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ）」（１回目） 、「eコ
マース論」（７回目）、「データサイエンス」（１４回目）、「スポーツデータサイエンス」（１～５、７～１２回目）、「AIプログラミング演習」（１
回目）、「パターン認識と機械学習」（１、６回目）、「データベース」（１～１４回目）、「ＡＩリテラシー」（１回目）、「ＡＩ総論」（１回目）、「先端
技術産業論（2025年度入学者以降）」（３～７、１１～１３回目）、「AI導入（2025年度入学者以降）」（２回目）
・複数技術を組み合わせたAIサービス「AI導入（2024年度入学者まで）」（３回目）「先端技術産業論Ａ（2024年度入学者まで）」（８回
目）「データサイエンス入門」（８～１１回目） 「AI入門」（２～４回目）、「先端技術産業論B」（２回目）、「データサイエンス」（１４回目）、
「スポーツデータサイエンス」（１～５、７～１０回目）、「AI応用」（４～６、１０、１１回目）、「ＡＩ総論」（３～５、９～１３回目）、「先端技術産
業論（2025年度入学者以降）」（８回目）

・AI等を活用した新しいﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ(ｼｪｱﾘﾝｸﾞｴｺﾉﾐｰ、商品のﾚｺﾝﾒﾝﾃﾞｰｼｮﾝなど)「AI導入（2024年度入学者まで）」（３回
目）「先端技術産業論Ａ（2024年度入学者まで）」（３、１３回目）「データサイエンス入門」（９～１１回目）、「先端技術産
業論B」（２、６、７、１１、１２回目）、「経営情報システム概論」（８、９、１４回目）、「スポーツデータサイエンス」（１～１０
回）、「経営情報学」（９回目）、「ＡＩリテラシー」（４回目）、「先端技術産業論（2025年度入学者以降）」（３、１３回目）
・AI最新技術の活用例（深層生成ﾓﾃﾞﾙ、敵対的生成ﾈｯﾄﾜｰｸ、強化学習、転移学習など）「AI導入（2024年度入学者ま
で）」（９、１１、１２回目）「先端技術産業論Ａ（2024年度入学者まで）」（７、８回目）「データサイエンス入門」（６回目）「AI
入門」（２～４回目）、「スポーツデータサイエンス」（１～１０回）、「AIプログラミング演習」（１０回目）、「AI応用」（１～３、
１２～１４回目）、「知能情報システム論」（１１、１２回目）、「先端技術産業論（2025年度入学者以降）」（７、８回目）

（２）「社会で活用されて
いるデータ」や「データ
の活用領域」は非常に
広範囲であって、日常
生活や社会の課題を
解決する有用なツール
になり得るもの

・調査ﾃﾞｰﾀ、実験ﾃﾞｰﾀ、人の行動ﾛｸﾞﾃﾞｰﾀ、機械の稼働ﾛｸﾞﾃﾞｰﾀなど「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（２、１
０～１２回目）「AI導入（2024年度入学者まで）」（４回目）「データサイエンス入門」（４回目）、「eコマース論」（５、１２、１４
回目）、「先端技術産業論B」（２回目）、「経営情報システム概論」（１、４回目）、「地域社会調査の基礎」（１、２回目）、
「地域社会調査の設計」（１～５、７～１４回目）、「地域社会データの分析」（１、２回目）、「データサイエンス」（１、６～８
回目）、「マーケティングリサーチ論」（１～３、５、６、１３回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１～１４回目）「観光調
査法」（３回目）、「スポーツデータサイエンス」（１～４、７～１２回目）、「AI応用」（７回目）、「経営情報学」（４回目）、「量
的調査の方法」（１回目）、「パターン認識と機械学習」（２～４、８～１４回目）、「データ分析（2024年度入学者まで）」（１
回目）、「統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）」（１４回目）、「データリテラシー（2025年度入学者以降）」（２、５～７回目）、
「AI導入（2025年度入学者以降）」（３回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（１、２、９～１４回目）
・1次ﾃﾞｰﾀ、2次ﾃﾞｰﾀ、ﾃﾞｰﾀのﾒﾀ化「データサイエンス入門」（４回目）、「地域社会調査の基礎」（１、２、４、８～１０回
目）、「マーケティングリサーチ論」（１～３、１３回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１～１４回目）、「スポーツデータ
サイエンス」（２～５、７～１２回目）、「パターン認識と機械学習」（２～４、８～１４回目）、「データベース」（１～１４回
目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（１、１０～１４回目）
・構造化ﾃﾞｰﾀ、非構造化ﾃﾞｰﾀ（文章、画像/動画、音声/音楽など）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（３、１２
回目）「AI導入（2024年度入学者まで）」（４回目）「データサイエンス入門」（４回目）、「地域社会調査の基礎」（１、２回
目）、「地域社会データの分析」（２回目）、「質的調査の方法」（２～４、６～１４回目）、「スポーツデータサイエンス」（１
～４、７～１４回目）、「AI応用」（１～３、８、９回目）、「データベース」（１～１４回目）、「ＡＩ総論」（２～１３回目）、「統計学
Ⅰ（2025年度入学者以降）」（１３回目）、「データリテラシー（2025年度入学者以降）」（２回目）
・ﾃﾞｰﾀ作成（ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀとｱﾉﾃｰｼｮﾝ）「データサイエンス入門」（３、４回目）、「地域社会調査の基礎」（１、２、７～１０回
目）、「統計学B」（１４回目）、「スポーツデータサイエンス」（２～１４回目）、「経営情報学」（４回目）、「ＡＩリテラシー」（３
回目）、「データベース」（１～１４回目）
・ﾃﾞｰﾀのｵｰﾌﾟﾝ化（ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ）「データサイエンス入門」（４回目）、「eコマース論」（５回目）、「地域社会調査の基礎」
（１、２、８～１０回目）、「スポーツデータサイエンス」（２～１４回目）、「AIプログラミング入門」（９、１０回目）、「経営情報
学」（１３回目）、「パターン認識と機械学習」（８～１４回目）、「統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）」（１３、14回目）

・ﾃﾞｰﾀ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（１１回目）「AI導
入（2024年度入学者まで）」（３回目）「データサイエンス入門」（５回目）、「eコマース論」（３～５、７、１２、１４回目）、「先
端技術産業論B」（７、１４回目）、「経営情報システム概論」（２、５、６回目）、「地域社会調査の基礎」（１回目）、「データ
サイエンス」（１、６～８回目）、「スポーツデータサイエンス」（１～４、７～１２回目）、「AIプログラミング演習」（１回目）、
「ＡＩリテラシー」（４回目）、「ＡＩ総論」（１、３、１０～１３回目）、「AI導入（2025年度入学者以降）」（３回目）
・研究開発、調達、製造、物流、販売、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ、ｻｰﾋﾞｽなど「AI導入（2024年度入学者まで）」（３回目）「データサイエ
ンス入門」（３、８～１０回目）、「eコマース論」（１２、１４回目）、「先端技術産業論B」（５～８、１１、１３回目）、「経営情報
システム概論」（１、３、１４回目）、「地域社会調査の基礎」（１回目）、「地域社会調査の設計」（４、５回目）、「マーケティ
ングリサーチ論」（１、２、５、６、１０～１４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１～１４回目）、「観光調査法」（３回
目）、「スポーツデータサイエンス」（１～４、６～１４回目）、「経営情報学」（１３回目）、「データベース」（１回目）、「ＡＩ総
論」（４、６～９回目）、「ＡＩリテラシー」（４回目）
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など「データサイエンス入門」（７回目）、
「先端技術産業論B」（１０回目）、「地域社会調査の基礎」（１、６～１０、１３回目）、「地域社会調査の設計」（１～１４回
目）、「地域社会データの分析」（１回目）、「マーケティングリサーチ論」（１～６、１０～１４回目）、「マーケティングリサー
チ演習」（１～１４回目）、「質的調査の方法」（２～１４回目）、「スポーツデータサイエンス」（３～１４回目）、「ＡＩ総論」
（５、１４回目）、「データリテラシー（2025年度入学者以降）」（３、４、７回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」
（７、９～１４回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」（７～１４回目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容
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（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

・ﾃﾞｰﾀ可視化：複合ｸﾞﾗﾌ、2軸ｸﾞﾗﾌ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、挙動・軌跡の可視化、ﾘｱﾙ
ﾀｲﾑ可視化など「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（５、１２回目）「データサイエンス入門」（９回目）「AI入門」
（５～８回目）、「経営情報システム概論」（３、１２回目）、「地域社会調査の基礎」（８～１０回目）、「地域社会調査の設
計」（１２回目）、「地域社会データの分析」（７、１４回目）、「データサイエンス」（９、１０回目）、「モデリングとシミュレー
ション」（７～１０、１２回目）、「マーケティングリサーチ論」（１３回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１０～１４回目）、
「観光調査法」（４回目）、「質的調査の方法」（１０～１４回目）「スポーツデータサイエンス」（２～１４回目）、「AIプログラ
ミング入門」（８回目）、「パターン認識と機械学習」（２、４、６回目）、「ＡＩ総論」（１０～１３回目）、「データ分析Ⅰ（2025年
度入学者以降）」（４～６、１０～１４回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」（７回目）
・ﾃﾞｰﾀ解析：予測、ｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞ、ﾊﾟﾀｰﾝ発見、最適化、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ・ﾃﾞｰﾀ同化など「データリテラシー（2024年度入学者ま
で）」（１０回目）「データサイエンス入門」（６回目）「AI入門」（９～１２回目）、「先端技術産業論B」（３回目）、「経営情報
システム概論」（５、１３回目）、「地域社会調査の基礎」（４、８～１０回目）、「データサイエンス」（８回目）、「モデリングと
シミュレーション」（１～３、５～１３回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１２～１４回目）、「スポーツデータサイエン
ス」（２～１４回目）、「AIプログラミング入門」（１１回目）、「AI応用」（４～９回目）、「データ分析（2024年度入学者まで）」
（１回目）、「データベース」（１～１４回目）、「パターン認識と機械学習」（１、２、４～８、１０～１４回目）、「ＡＩ総論」（２回
目）、「データリテラシー（2025年度入学者以降）」（５、７回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」（７、１３回目）
・非構造化ﾃﾞｰﾀ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など「データサイエンス入門」（６、８回目）「AI入門」
（１３、１４回目）、「先端技術産業論B」（４回目）、「地域社会調査の基礎」（９、１０回目）、「地域社会データの分析」（１
回目）、「質的調査の方法」（７～９回目）、「スポーツデータサイエンス」（１～１４回目）、「ＡＩリテラシー」（２回目）、「ＡＩ
総論」（６～９回目）
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ「AI導入（2024年度入学者まで）」（２回目）
「データサイエンス入門」（１２回目）、「スポーツデータサイエンス」（１～１４回目）、「ＡＩリテラシー」（２回目）、「ＡＩ総論」
（１、５回目）
・認識技術、ﾙｰﾙﾍﾞｰｽ、自動化技術「データサイエンス入門」（５、６回目）、「スポーツデータサイエンス」（２～１４回
目）、「パターン認識と機械学習」（１、５～１４回目）

・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽのｻｲｸﾙ（課題抽出と定式化、ﾃﾞｰﾀの取得・管理・加工、探索的ﾃﾞｰﾀ解析、ﾃﾞｰﾀ解析と推論、結果の共
有・伝達、課題解決に向けた提案）「データサイエンス入門」（７回目）、「先端技術産業論B」（１回目）、「地域社会調査
の設計」（１０～１２回目）、「地域社会データの分析」（１回目）、「モデリングとシミュレーション」（１回目）、「マーケティン
グリサーチ演習」（１、２、４～１４回目）、「質的調査の方法」（２～４、６～９、１２、１４回目）、「スポーツデータサイエン
ス」（１～１２回目）、「データベース」（１～１４回目）、「ＡＩ総論」（９～１３回目）、「データリテラシー（2025年度入学者以
降）」（２、７回目）
・流通、製造、金融、ｻｰﾋﾞｽ、ｲﾝﾌﾗ、公共、ﾍﾙｽｹｱ等におけるﾃﾞｰﾀ・AI利活用事例紹介「データリテラシー（2024年度入
学者まで）」（１１回目）「AI導入（2024年度入学者まで）」（３回目）「データサイエンス入門」（５、８～１１回目）、「先端技
術産業論B」（２～１０、１３回目）、「経営情報システム概論」（４回目）、「モデリングとシミュレーション」（１～６、８、９、１
１～１３回目）、「マーケティングリサーチ論」（１～３、５、６、１０～１４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１～１４回
目）、「スポーツデータサイエンス」（１～１２回目）、「経営情報学」（３回目）、「データベース」（１～７、９～１４回目）、「Ａ
Ｉリテラシー」（４回目）、「ＡＩ総論」（１、３～５、９～１３回目）、「AI導入（2025年度入学者以降）」（３回目）

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、デー
タ倫理、ＡＩ社会原則
等）を考慮し、情報セ
キュリティや情報漏洩
等、データを守る上で
の留意事項への理解
をする

・ﾃﾞｰﾀ・AI活用における負の事例紹介「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（２、８、９回目）「AI導入（2024年度入
学者まで）」（１３回目）「データサイエンス入門」（１２回目）「実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ）」（１４回目） 、「データサイエ
ンス」（１回目）、「スポーツデータサイエンス」（２～４、１０回目）、「データリテラシー（2025年度入学者以降）」（６、７回
目）
・ﾃﾞｰﾀ倫理：ﾃﾞｰﾀのねつ造、改ざん、盗用、ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（１１回目）「AI導
入（2024年度入学者まで）」（８回目）「データサイエンス入門」（１２回目）、「地域社会調査の基礎」（１４回目） 、「地域
社会調査の設計」（１０～１２回目）、「質的調査の方法」（１～１４回）、「スポーツデータサイエンス」（２～４、１０回目）、
「AI応用」（１４回目）、「経営情報学」（１２回目）、「ＡＩリテラシー」（５回目）、「AI導入（2025年度入学者以降）」（６回目）
・ELSI（Ethical, Legal and Social Issues）「AI導入（2024年度入学者まで）」（８回目）「データサイエンス入門」（１２回目）
、「データサイエンス」（１、１４回目）、「スポーツデータサイエンス」（２～４、１０回目）、「ＡＩリテラシー」（５回目）、「AI導
入（2025年度入学者以降）」（６回目）
・個人情報保護、EU一般ﾃﾞｰﾀ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、ｵﾌﾟﾄｱｳﾄ「AI導入（2024年度入学者まで）」（８回目）
「データサイエンス入門」（１２回目）、「地域社会調査の基礎」（１４回目） 、「マーケティングリサーチ論」（４回目）、
「マーケティングリサーチ演習」（７、８回目）、「質的調査の方法」（１～１４回）、「スポーツデータサイエンス」（２～４、１
０回目）、「経営情報学」（１２回目）、「ＡＩリテラシー」（５回目）、「AI導入（2025年度入学者以降）」（６回目）
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）「AI導入（2024年度入学者まで）」（１３回目）「データサイ
エンス入門」（１２回目）「実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ）」（１４回目）  、「スポーツデータサイエンス」（２～４、１０回目）、
「ＡＩリテラシー」（５回目）、「AI導入（2025年度入学者以降）」（６回目）
・ﾃﾞｰﾀﾊﾞｲｱｽ、ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑﾊﾞｲｱｽ「AI導入（2024年度入学者まで）」（１３回目）「データサイエンス入門」（１２回目） 、「ス
ポーツデータサイエンス」（２～４、１０回目）、「AI導入（2025年度入学者以降）」（６回目）
・AIｻｰﾋﾞｽの責任論「AI導入（2024年度入学者まで）」（１３回目）「データサイエンス入門」（１２回目）「実践クロス演習
（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ）」（１４回目）  、「スポーツデータサイエンス」（２～４、１０回目）、「ＡＩリテラシー」（５回目）
・ﾃﾞｰﾀ・AI活用における負の事例紹介「データサイエンス」（１、１４回目）、「AI応用」（１４回目）、「ＡＩリテラシー」（５回
目）
・情報ｾｷｭﾘﾃｨ：機密性、完全性、可用性「データサイエンス入門」（１３回目）、「先端技術産業論B」（１回目）、「データ
サイエンス」（１、１４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（７、８回目）、「質的調査の方法」（１～１４回）、「スポーツ
データサイエンス」（１～４、１０回目）
・匿名加工情報、暗号化、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ、悪意ある情報搾取「AI導入（2024年度入学者まで）」（８回目）「データサイエンス入
門」（１３回目）「実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ）」（１４回目） 、「質的調査の方法」（１～１４回）、「スポーツデータサイエン
ス」（２～４、１０回目）、「経営情報学」（１２回目）
・情報漏洩等によるｾｷｭﾘﾃｨ事故の事例紹介「データサイエンス入門」（１３回目）、「スポーツデータサイエンス」（２～
４、１０回目）、「経営情報学」（６回目）
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（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・ﾃﾞｰﾀの種類（量的変数、質的変数）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（３、１２回目）「AI導入（2024年度入学者まで）」（４回目）「統計学Ａ（2024年度入学者まで）」（１回目） 「AI入門」（５、
７、８回目）、「地域社会調査の基礎」（１、４、７～１１回目）、「データ分析の基礎」（１、１０回目）、「地域社会調査の設計」（９、１０、１３、１４回目）、「地域社会データの分析」（２、４、１１回目）、「デー
タサイエンス」（６～８回目）、「マーケティングリサーチ論」（２、３、６～１４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１～３、５～１４回目）、「観光調査法」（３回目）、「質的調査の方法」（１～１４回）、「ス
ポーツデータサイエンス」（３～１４回目）、「量的調査の方法」（２回目）、「データ分析（2024年度入学者まで）」（１～８、１０回目）、「データ分析の応用」（１～１４回目）、「データベース」（１～１４回
目）、「パターン認識と機械学習」（２、８回目）、「統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）」（１回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（１、１０～１４回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」
１、４回目）
・ﾃﾞｰﾀの分布(ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ)と代表値（平均値、中央値、最頻値）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（４回目）「AI導入（2024年度入学者まで）」（６回目）「統計学Ａ（2024年度入学者まで）」（２、３
回目） 「AI入門」（６回目）、「地域社会調査の基礎」（８回目）、「統計学B」（２、４、９回目）、「データ分析の基礎」（３～６、８回目）、「地域社会データの分析」（４、５回目）、「データサイエンス」（７、８回
目）、「マーケティングリサーチ論」（６～９、１３、１４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１０～１４回目）、「スポーツデータサイエンス」（３～１４回目）、「量的調査の方法」（３、４回目）、「パターン
認識と機械学習」（２、４、５、８、１２回目）、「知能情報システム論」（９、１０回目）、「データ分析（2024年度入学者まで）」（１～８、１０回目）、「データ分析の応用」（１～１４回目）、「AＩリテラシー」（６回
目）、「統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）」（１～３回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（３～６、１０～１４回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」（３～５回目）
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（４回目）「AI導入（2024年度入学者まで）」（６回目）「統計学Ａ（2024年度入学者ま
で）」（２回目） 「AI入門」（６回目）、「統計学B」（２、４、５回目）、「データ分析の基礎」（４回目）、「地域社会データの分析」（５回目）、「データサイエンス」（７、８回目）、「マーケティングリサーチ論」（６
～９、１３、１４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１０～１４回目）、「スポーツデータサイエンス」（３～１４回目）、「量的調査の方法」（４回目）、「パターン認識と機械学習」（２回目）、「データ分析
（2024年度入学者まで）」（２～８、１０回目）、「データ分析の応用」（１～１４回目）、「AＩリテラシー」（６回目）、「統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）」（１回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」
（３～６、１０～１４回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」（３、４回目）
・ﾃﾞｰﾀのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（４回目）「AI導入（2024年度入学者まで）」（６回目）「統計学Ａ（2024年度入学者まで）」（４回目） 「AI入門」
（６、７回目）、「地域社会調査の基礎」（８、１１回目）、「統計学B」（２、６回目）、「データ分析の基礎」（５、６回目）、「地域社会データの分析」（５、６回目）、「データサイエンス」（７、８回目）、「マーケ
ティングリサーチ論」（６～９、１３、１４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１０～１４回目）、「スポーツデータサイエンス」（３～１４回目）、「量的調査の方法」（５～７、１０回目）、「パターン認識と機
械学習」（２、４～６、８、１２回目）、「知能情報システム論」（９、１０回目）、「データ分析（2024年度入学者まで）」（３～８、１０回目）、「データ分析の応用」（１～１４回目）、「AＩリテラシー」（６回目）、
「統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）」（４回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（３～６、９～１４回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」（３回目）
・ｸﾛｽ集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（４、５、７回目）「AI導入（2024年度入学者まで）」（７回目）「統計学Ａ（2024年度入学者まで）」（６回
目）、「地域社会調査の基礎」（１１回目）、「統計学B」（１１回目）、「データ分析の基礎」（９回目）、「地域社会調査の設計」（５、７、１１、１２、１４回目）、「地域社会データの分析」（８、１０～１３回目）、
「データサイエンス」（８回目）、「マーケティングリサーチ論」（６～９、１３、１４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１０～１４回目）、「観光調査法」（６、１３回目）、「スポーツデータサイエンス」（５～
１４回目）、「量的調査の方法」（１１、１２回目）、「データ分析（2024年度入学者まで）」（４～８、１０回目）、「データ分析の応用」（１、２回目）、「統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）」（５回目）、「データリ
テラシー（2025年度入学者以降）」（１回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（２、１０～１４回目）
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（７、１３回目）「AI導入（2024年度入学者まで）」（７回目）「統計学Ａ（2024年度入学者まで）」（５、６回目）「AI入
門」（８回目）、「データ分析の基礎」（１３、１４回目）、「地域社会調査の基礎」（１３回目）、「地域社会データの分析」（８、１０、１３回目）、「データサイエンス」（８回目）、「マーケティングリサーチ論」（６
～９、１３、１４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１０～１４回目）、「観光調査法」（６回目）、「スポーツデータサイエンス」（５～１４回目）、「量的調査の方法」（９、１３、１４回目）、「データ分析
（2024年度入学者まで）」（９、１０回目）、「データ分析の応用」（２～１４回目）、「AＩリテラシー」（７回目）、「パターン認識と機械学習」（２、４回目）、「統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）」（６、７回目）、
「データリテラシー（2025年度入学者以降）」（１、７回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（７、１０～１４回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」（７、１３回目）
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（７、１１、１３回目）「統計学Ａ（2024年度入学者まで）」（１回目） 「AI入門」（５～８回目）、「地域社会調
査の基礎」（４回目）、「統計学B」（７～１２回目）、「地域社会調査の設計」（２～４回目）、「地域社会データの分析」（９回目）、「データサイエンス」（７、８回目）、「マーケティングリサーチ論」（６～９、１
３、１４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１０～１４回目）、「観光調査法」（４回目）、「スポーツデータサイエンス」（５～１４回目）、「データ分析（2024年度入学者まで）」（７、８、１０回目）、「デー
タ分析の応用」（２回目）、「統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）」（１４回目）、「データリテラシー（2025年度入学者以降）」（１、４、６、７回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（３～６、９～１４
回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」（７～１３回目）
・観測ﾃﾞｰﾀに含まれる誤差の扱い「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（８～１１、１３回目）「統計学Ａ（2024年度入学者まで）」（７、８回目）、「地域社会調査の基礎」（１１回目）、「データ分析
の基礎」（１２回目）、「スポーツデータサイエンス」（３～１４回目）、「量的調査の方法」（６回目）、「パターン認識と機械学習」（２、５回目）、「知能情報システム論」（９、１０回目）、「データリテラシー
（2025年度入学者以降）」（３、４、６、７回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（４～６、１０～１４回目）
・母集団と標本抽出（国勢調査、ｱﾝｹｰﾄ調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（８、９、１１、１３回目）、「地域社会調査の基礎」（８、１１
回目）、「統計学B」（２、３、５～１２回目）、「データ分析の基礎」（１０～１２回目）、「地域社会調査の設計」（８、９、１１、１４回目）、「地域社会データの分析」（１回目）、「データサイエンス」（７、８回
目）、「マーケティングリサーチ論」（５～９、１３、１４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１０～１４回目）、「観光調査法」（１１回目）、「スポーツデータサイエンス」（５～１４回目）、「量的調査の方
法」（１、８回目）、「パターン認識と機械学習」（２、４、８回目）、「データ分析（2024年度入学者まで）」（２～８、１０回目）、「データ分析の応用」（２回目）、「データリテラシー（2025年度入学者以降）」
（３、４、６、７回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（９～１４回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」（８～１２回目）
・打ち切りや脱落を含むﾃﾞｰﾀ、層別の必要なﾃﾞｰﾀ「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（１１、１３回目）、「データ分析の基礎」（１２回目）、「地域社会データの分析」（８回目）、「スポーツデータ
サイエンス」（３～１４回目）、「パターン認識と機械学習」（４回目）、「データリテラシー（2025年度入学者以降）」（６、７回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（６回目）

・ﾃﾞｰﾀ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ﾋｰﾄﾏｯﾌﾟ）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（３～７回目）「AI導入
（2024年度入学者まで）」（５回目）「統計学Ａ（2024年度入学者まで）」（３～５回目）「実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ）」（８
～１０回目）  「AI入門」（５～８回目）、「地域社会調査の基礎」（８回目）、「データ分析の基礎」（７回目）、「地域社会調
査の設計」（５、７、１４回目）、「地域社会データの分析」（７、１３、１４回目）、「データサイエンス」（９、１０回目）、「モデ
リングとシミュレーション」（７回目）、「マーケティングリサーチ論」（６～９、１３、１４回目）、「マーケティングリサーチ演
習」（１０～１４回目）、「観光調査法」（５回目）、「スポーツデータサイエンス」（３～１４回目）、「量的調査の方法」（３、
４、６、９、１３、１４回目）、「パターン認識と機械学習」（２回目）、「知能情報システム論」（９、１０回目）、「データ分析
（2024年度入学者まで）」（１、７、８、１０、１１回目）、「データ分析の応用」（１～６回目）、「AＩリテラシー」（６回目）、「統
計学Ⅰ（2025年度入学者以降）」（３、５、６回目）、「データリテラシー（2025年度入学者以降）」（１回目）、「データ分析
Ⅰ（2025年度入学者以降）」（３～７、１０～１４回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」（４回目）
・ﾃﾞｰﾀの図表表現（ﾁｬｰﾄ化）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（４、５、７回目）「統計学Ａ（2024年度入学者ま
で）」（３回目）「実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ）」（８～１０回目） 「AI入門」（５～８回目）、「地域社会調査の基礎」（８回
目）、「データ分析の基礎」（３、７回目）、「地域社会調査の設計」（１２回目）、「地域社会データの分析」（７、１４回目）、
「データサイエンス」（９、１０回目）、「モデリングとシミュレーション」（３、８回目）、「マーケティングリサーチ論」（８、９、１
４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１０～１４回目）、「スポーツデータサイエンス」（３～１４回目）、「データ分析
（2024年度入学者まで）」（１、９～１１回目）、「AＩリテラシー」（６回目）、「データリテラシー（2025年度入学者以降）」（１
回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（３～７、９～１４回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」（４～
７回目）
・ﾃﾞｰﾀの比較（条件をそろえた比較、処理の前後での比較、A/Bﾃｽﾄ)「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（５、７
回目）「実践クロス演習（AI×ﾃﾞｻﾞｲﾝ）」（８～１０回目） 「AI入門」（５、６回目）、「地域社会データの分析」（３回目）、
「データサイエンス」（９、１０回目）、「観光調査法」（４回目）、「スポーツデータサイエンス」（３～１４回目）、「データ分析
（2024年度入学者まで）」（１回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（３～６、１０～１４回目）
・不適切なｸﾞﾗﾌ表現（ﾁｬｰﾄｼﾞｬﾝｸ、不必要な視覚的要素）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（５、１１、１３回
目）「AI導入（2024年度入学者まで）」（５回目）、「データ分析の基礎」（７回目）、「地域社会データの分析」（７、１４回
目）、「データサイエンス」（９、１０回目）、「観光調査法」（４回目）、「スポーツデータサイエンス」（５～１４回目）、「デー
タ分析（2024年度入学者まで）」（１回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（３～７、１０～１４回目）
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）「データリテラシー（2024年度入
学者まで）」（５、７、１２回目）「AI導入（2024年度入学者まで）」（５回目）、「地域社会データの分析」（７、８、１３、１４回
目）、「データサイエンス」（１０回目）、「観光調査法」（４回目）、「スポーツデータサイエンス」（５～１４回目）、「経営情報
学」（１３回目）、「統計学Ⅰ（2025年度入学者以降）」（３、１４回目）、「AI導入（2025年度入学者以降）」（３回目）

・ﾃﾞｰﾀの集計（和、平均）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（３、６回目）「AI導入（2024年度入学者まで）」（６
回目）「AI入門」（５～８回目）、「地域社会調査の基礎」（７、８回目）、「統計学B」（７回目）、「データ分析の基礎」（１、
３、６回目）、「地域社会調査の設計」（１４回目）、「地域社会データの分析」（５回目）、「データサイエンス」（７回目）、
「マーケティングリサーチ論」（６～９、１３、１４回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１０～１４回目）、「観光調査法」
（７、１３回目）、「スポーツデータサイエンス」（３～１４回目）、「量的調査の方法」（３、４回目）、「データ分析（2024年度
入学者まで）」（２～５、７、８、１０～１２回目）、「データ分析の応用」（１～４回目）、「AＩリテラシー」（６回目）、「統計学Ⅰ
（2025年度入学者以降）」（１４回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（３～６、１０～１４回目）、「データ分析
Ⅱ（2025年度入学者以降）」（３、４回目）
・ﾃﾞｰﾀの並び替え、ﾗﾝｷﾝｸﾞ「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（６回目）「AI入門」（５～８回目）、「データ分析の
基礎」（４回目）、「地域社会調査の設計」（２、３、１４回目）、「地域社会データの分析」（３回目）、「データサイエンス」
（７回目）、「マーケティングリサーチ演習」（１０～１４回目）、「観光調査法」（７、１３回目）、「スポーツデータサイエンス」
（３～１４回目）、「量的調査の方法」（３回目）、「データ分析（2024年度入学者まで）」（２～５、７、８、１１、１２回目）、
「データ分析の応用」（１～４回目）、「データ分析Ⅰ（2025年度入学者以降）」（３～６、１０～１４回目）、「データ分析Ⅱ
（2025年度入学者以降）」（３、４回目）
・ﾃﾞｰﾀ解析ツール（ｽﾌﾟﾚｯﾄｼｰﾄ）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（６、１０、１２回目）「AI入門」（５～８回目）、
「地域社会調査の基礎」（８回目）、「データ分析の基礎」（２～１４回目）、「地域社会調査の設計」（４、５、７、１０、１２回
目）、「地域社会データの分析」（２、３、１１～１３回目）、「データサイエンス」（６、７回目）、「マーケティングリサーチ演
習」（１０～１４回目）、「スポーツデータサイエンス」（１３、１４回目）、「データ分析（2024年度入学者まで）」（２～５、７～
１２回目）、「データ分析の応用」（１～４回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」（１、３、４回目）
・表形式のﾃﾞｰﾀ（csv）「データリテラシー（2024年度入学者まで）」（６、１２回目）「AI入門」（５～８、１２回目）、「地域社
会調査の基礎」（８回目）、「データ分析の基礎」（２～１４回目）、「地域社会調査の設計」（１～３、７、１０、１２回目）、
「地域社会データの分析」（２、３回目）、「データサイエンス」（６、７回目）、「観光調査法」（７回目）、「スポーツデータサ
イエンス」（１３、１４回目）、「知能情報システム論」（９、１０回目）、「データ分析（2024年度入学者まで）」（２～５、７～１
２回目）、「データ分析の応用」（１～４回目）、「データ分析Ⅱ（2025年度入学者以降）」（１、３～６回目）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（1）社会において必要とされる、AI・データサイエンスに関する基礎的な教養を修得する。
（2）本学に設置する分野から、横断的にAI・データサイエンスに関する様々な知識・経験を得る。
（3）体系的な学修を通してAI・データサイエンスの考え方を理解し、活用することができる。


	様式１　プログラムを構成する授業科目

